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前期試験 前期の分野が説明できるようになる。

第４節：施設（理容所）に関する規定
理容所の開設

理容所を開設するための⼿続きが説明できるよ
うになる。

⼩テスト８
理容所の開設、検査確認

検査確認の必要性が説明できるようになる。

理容師試験
理容師試験の受験資格や内容が説明できるよう
になる。

職業実践専⾨課程 理容科 髙橋

関係法規・制度

2026年度 実施時期

講義
単位数

（時間数）

⼩テスト２
第３節：衛⽣法規の概要
第２章：衛⽣⾏政の概要 第１節：衛⽣⾏政の意義と歴史

衛⽣とは何か、衛⽣法規とは何かを説明できる
ようになる。

第２節：衛⽣⾏政の分類
第３節：衛⽣⾏政を担う⾏政機関（保健所の役割）

保健所の役割、保健所を設置できる機関が説明
できるようになる。

⼩テスト３
第３章：理容師法・美容師法
第１節：⽬的

理容師法第１条（⽬的）を覚え、どのような⽬
的があるのか説明できるようになる。

理容師法や理容業に関連する様々な法規について学び、理容師・経営者が遵守すべき法令を理解す
る。理容師国家試験に合格し、理容の業を適正に⾏う理容師になる。

学習内容 各回の到達⽬標

本科⽬の説明・第１章：法制度の概要
第１節：社会⽣活における法の役割

法の特徴を説明できるようになる。

第２節：法の形式
⼩テスト１

法の種類と美容業関係の法令、仕組みが説明で
きるようになる。

第２節：⽤語の定義
理容師法第１条（⽤語の定義）を覚え、その内
容を説明できるようになる。

⼩テスト４
第３節：⼈（理容師）に関する規定
理容師養成施設、理容師試験

どうしたら理容師になれるのか説明できるよう
になる。

⼩テスト５
免許と登録、免許の⽋格条件

免許の申請⼿続きや⽋格条件が説明できるよう
になる。

理容師免許の変更などの⼿続き
免許の変更などの⼿続きが説明できるようにな
る。

⼩テスト７
業務停⽌・免許取消及び再免許

理容師に対する⾏政処分を覚え、説明できるよ
うになる。

管理理容師
前期のまとめ（練習問題）

管理理容師とは何かを説明できるようになる。

理容師の義務 理容師の衛⽣措置 理容師の義務が説明できるようになる。

⼩テスト６
理容師免許の変更などの⼿続き

免許の変更などの⼿続きが説明できるようにな
る。

⼩テスト９
届出事項の変更・開設者の地位の継承・重複開設

重複開設とは何かを説明できるようになる。
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到達⽬標

評価⽅法

テキスト

開設者が講ずべき衛⽣措置
理容所以外での業務
第５節：⽴⼊検査と環境衛⽣監視員

開設者の衛⽣措置（義務）や理容業と保健所の
関係性が説明できるようになる。

⼩テスト１０
第６節：違反者に対する⾏政処分
免許取消処分・業務停⽌処分・理容所の閉鎖命令

⾏政処分を覚え、説明できるようになる。

後期試験 試験で満点を取る。

理容師の義務を理解して、理容の業務を適正に⾏うことができるようになる。

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成績
評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

公益財団法⼈⽇本理容美容教育センター関係法規・制度

雇⽤に関する法律
雇⽤保険法と労災保険法が説明できるようにな
る。

⼩テスト１４
消費者保護に関する法律

理容業の消費者保護に関する法律名とその概要
が説明できるようになる。

総まとめの練習問題
総合的な知識を深め、試験で満点を取ることが
できるようになる。

⼩テスト１２
業の振興に関する法律

⽣衛法とその概要が説明できるようになる。

業の振興に関する法律
理容業の業の振興に関する法律名とその概要が
説明できるようになる。

⼩テスト１３
雇⽤に関する法律

労働基準法と労働安全衛⽣法のちがいが説明で
きるようになる。

第７節：罰則・３０万円以下の罰⾦
練習問題（⾏政処分と罰則）

罰則を覚え、説明できるようになる。

⼩テスト１１
第４章 関連法規 衛⽣に関する法律

⾏政処分と罰則を説明できるようになる。

衛⽣に関する法律
理容業の衛⽣に関する法律名とその概要が説明
できるようになる。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）
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公衆衛⽣と環境衛⽣についての必要性と学習・理解することにより、事業所の環境衛⽣の実践を含
め、卒業後に進む理容業界で即戦⼒となる知識を習得する。

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成績
評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

⽇本理容美容教育センター「衛⽣管理」、配布プリント

〔環境衛⽣〕
環境衛⽣のまとめと後期期末試験対策（模擬試験）

模擬試験を実施することにより、公衆衛⽣・環境衛
⽣についての理解を深めることができる。

【学科試験】
環境衛⽣の知識を問題形式で確認し、理解の不⾜し
ている所を⾒つけだすことにより復習する。

〔環境衛⽣〕
３．⾐服・住居の衛⽣ ①⾐服の衛⽣ ②住居の衛⽣
P.59〜69

⾐服の衛⽣と健康および住居の衛⽣（温湿度、気
流、照明や冷暖房）と健康とのかかわりについて理
解し、説明できるようになる。

〔環境衛⽣〕
４．上・下⽔道と廃棄物
P.70〜74

上・下⽔道と廃棄物の各処理システムについて理解
し、説明できる。

〔環境衛⽣〕
５．衛⽣害⾍・ネズミ ６．環境保全（⽔質汚濁）
P.75 - 80

衛⽣害⾍やネズミがどうして環境衛⽣上の問題にな
るかや⽔質等の環境保全について理解し、説明でき
る。

〔環境衛⽣〕
１．環境衛⽣の概要
①環境衛⽣の内容 ②環境衛⽣の⽬的と意義 ③環境衛⽣活動

環境が⾃然や⼈々の健康に及ぼす影響を知り、社会
の⼀員として適切に⾏動できるよう学習し、説明で
きるようになる。

〔環境衛⽣〕
２．空気環境 ①空気と健康
P.50 - 54

空気と⼈の健康とのかかわり、特に空気成分につい
て理解し、説明することができるようになる。

〔環境衛⽣〕
２．空気環境 ②温熱環境と健康
P.54 - 58

空気と⼈の健康とのかかわり、特に温熱環境につい
て理解し、説明することができるようになる。

〔公衆衛⽣〕
2．保健 ⑤⾼齢者の保健と福祉 ⑥精神保健
P.36〜42

公衆衛⽣に関し、我が国の抱えている問題のうち、
特に⾼齢者保健と精神保健について理解し、説明で
きる。

〔公衆衛⽣〕
前期公衆衛⽣のまとめと前期期末試験対策

公衆衛⽣の前期部分について、数ページにまとめる
ことができ、期末試験対策に利⽤できるようにな
る。

【学科試験】
公衆衛⽣の知識を問題形式で確認し、理解の不⾜し
ている所を⾒つけだすことにより復習する。

〔公衆衛⽣〕
2．保健 ②成⼈・⾼齢者保健 (1)
P.25〜31

我が国における平均寿命、⽣活習慣病対策および健
康増進対策ついて理解し、説明することができる。

〔公衆衛⽣〕
２．保健 ②成⼈・⾼齢者保健 (2)  ③ 「がん」などの⽣活習慣病
P.31〜36

公衆衛⽣に関し、我が国の抱えている問題のうち、
特に⾼齢者保健と精神保健について理解し、説明で
きる。

〔公衆衛⽣〕
2．保健 ④⽣活習慣病（がん、循環器疾患、糖尿病、COPD、アル
コール）

近年問題となっている⽣活習慣病の主なものに関し
て、それらの種類、原因、予防⽅法について理解
し、説明できるようになる。

公衆衛⽣・環境衛⽣についての知識を⾝につけることにより、理容師として安⼼、安全、かつ衛⽣的
に施術することができる。

学習内容 各回の到達⽬標
〔公衆衛⽣〕
１．公衆衛⽣の概要
①公衆衛⽣の意義と課題 ②公衆衛⽣発展の歴史

公衆衛⽣の意義と公衆衛⽣が⽇常⽣活にどのように
結び付くかについて理解し、さらに欧⽶および我が
国において公衆衛⽣がどのように発展してきたかを

〔公衆衛⽣〕
１．公衆衛⽣の概要 ③理容師と公衆衛⽣ ④保健所と理容業
２．保健 ①⺟⼦保健

理容師と公衆衛⽣は、いつごろから、なぜ、深くか
かわりをもつようになったかを理解し、また、保健
所の機能、組織、業務並びに⺟⼦保健ついて理解

職業実践専⾨課程 理容科 中塚

衛⽣管理（公衆衛⽣・環境衛⽣）

2026年度 実施時期

講義 単位数
（時間数）
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【学科試験】
感染症各論の知識を問題形式で確認し、理解の不⾜
している所を⾒つけだすことにより復習する。

理容師として必要な感染症に関する知識（具体的な予防策を含む）を⾝につけることにより、卒業後
に進む理容業界で即戦⼒となる知識を習得する

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成績
評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

・⽇本理容美容教育センター指定教科書
・配布プリント

【感染症各論】
２．主な感染症 ③⾎液等を介して感染する感染症
P.130〜135

⾎液等を介して感染する感染症について理解し、説
明することができる。

【感染症各論】
４．主な感染症 ④動物・節⾜動物を介して感染する感染症 ３．具体
的な対策の例

動物・節⾜動物を介して感染する感染症および具体
的な接客時の感染予防策について理解し、説明する
ことができる。

【後期感染症のまとめと後期期末試験対策】
模擬試験

感染症各論の後期部分について短くまとめ、これを
⽤いて模擬試験に解答することにより、理解を深め
ることができる。

【感染症各論】
２．主な感染症 ①空気・⾶沫を介して感染する感染症（ジフテリア、
SARS/MARS、⿃インフルエンザ、インフルエンザ）

空気・⾶沫を介して感染する感染症、特にジフテリ
ア、SARS/MARS、⿃インフルエンザ、インフルエ
ンザについて理解し、説明することができる。

【感染症各論】
２．主な感染症 ①空気・⾶沫を介して感染する感染症（新型コロナウ
イルス感染症、⿇しん、⾵しん、新型インフルエンザ）

空気・⾶沫を介して感染する感染症、特に新型コロ
ナウイルス感染症、⿇しん、⾵しん、新型インフル
エンザについて理解し、説明することができる。

【感染症各論】
２．主な感染症 ②飲⾷物を介して感染する感染症
P.128〜130

飲⾷物を介して感染する感染症について理解し、説
明することができる。

【前期感染症のまとめと前期期末試験対策】
模擬試験

感染症総論の前期部分について短くまとめ、これを
⽤いて模擬試験に解答することにより、理解を深め
ることができる。

【学科試験】
感染症総論の知識を問題形式で確認し、理解の不⾜
している所を⾒つけだすことにより復習する。

【感染症各論】
１．理容業と感染症 ２．主な感染症①空気・⾶沫を介して感染する感
染症（結核）

理容の業務を通じて感染しやすい感染症、特に空
気・⾶沫を介して感染する感染症の結核について理
解し、説明することができる。

【感染症総論】
２．病原微⽣物 ①微⽣物の種類 ②微⽣物の形と⼤きさ ③微⽣物の
構造 ④微⽣物の増殖と環境の影響

微⽣物の種類および微⽣物の形と⼤きさ、構造、微
⽣物の増殖と環境の影響について理解し、説明する
ことができる

【感染症総論】
３．感染症の予防 ①微⽣物の病原性と⼈体の感受性 ②汚染、感染、
発病 ③常在細菌叢 ④免疫と予防接種

微⽣物の病原性と⼈体の感受性、汚染、感染、発病
の定義、常在細菌叢および免疫と予防接種について
理解し、説明することができる。

【感染症総論】
３．感染症の予防  ⑤感染症発⽣の要因 ⑥感染症予防の三原則
P.107〜114

感染症発⽣の要因および感染症予防の三原則につい
て理解し、説明することができる。

【感染症総論】
１．⼈と感染症 ①疫病の歴史 ②感染症発⾒の歴史 ③感染症と法律
P.82〜88

⼈類は⻑い歴史の中で感染症とどのように闘ってき
たのかについて理解し、説明することができる

【感染症総論】
１．⼈と感染症  ④感染症の分類（法律上の分類）
P.88〜90

感染症の分類、特に感染症法による分類について理
解し、説明することができる

【感染症総論】
１．⼈と感染症  ④感染症の分類（侵⼊・媒介経路による分類、病原
体別による分類） P.90〜93

感染症の分類、特に侵⼊・媒介経路による分類と病
原体別による分類について理解し、説明することが
できる

2026年度 実施時期

講義 単位数
（時間数）

感染症の分類や発⽣の要因、予防に関する知識を幅広く⾝につけることで、理容師として安⼼、安全
かつ衛⽣的に施術することができるようになる。

学習内容 各回の到達⽬標

職業実践専⾨課程 理容科 中塚

衛⽣管理（感染症）



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 通年

授業形態
必修・選択の
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ねらい
授業回
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到達⽬標

評価⽅法

テキスト ⽇本理容美容教育センター「保健」

理容師として必要な感染症に関する知識（具体的な予防策を含む）を⾝につけることにより、卒業後
に進む理容業界で即戦⼒となる知識を習得する

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成績
評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

⽪膚と⽪膚付属機関の疾患 2
⽪膚と⽪膚付属機関の疾患について理解す
ることができる。

⽪膚科学総まとめ

期末試験対策

期末試験対策

⽪膚と⽪膚付属機関の⽣理機能
⽪膚と⽪膚付属機関の⽣理機能について理
解することができる。

⽪膚と⽪膚付属機関の保健
⽪膚と⽪膚付属機関の⽣理機能について理
解することができる。

⽪膚と⽪膚付属機関の疾患 1
⽪膚と⽪膚付属機関の疾患について理解す
ることができる。

⽪膚付属機関について ２ ⽪膚付属機関についてり

免疫機能について 免疫機能について理解することができる。

真⽪の構造について
真⽪の構造について理解することができ
る。

⽪下組織について ⽪下組織について理解することができる。

⽪膚付属機関について １
⽪膚付属機関について理解することができ
る。

学習内容 各回の到達⽬標

表⽪の構造について １
表⽪の構造について理解することができ
る。

表⽪の構造について 2
表⽪の構造について理解することができ
る。

保健（⽪膚科学）

2026年度 実施時期

講義 単位数
（時間数）

⽪膚の構造について理解し、サロンでの施術、お客様への対応に活かせるようにする。

職業実践専⾨課程 理容科 古荘



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（30）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

保健（⼈体）

2026年度 実施時期

講義 単位数
（時間数）

⽪膚の構造について理解し、サロンでの施術、お客様への対応に活かせるようにする。

学習内容 各回の到達⽬標

健康とはなにか？理容師が保健を学ぶ理由について考える。
国家試験科⽬でもあるが、「⼈体」を理容師と
してなぜ学ばないといけないかを理解する。

第１章 頭部、顔部、頸部の体表解剖学
１．⼈体各部の名称 ２．頭部、顔部、頸部の体表解剖学

顔のランドマークをしっかりと覚え、施術時の
基準としても使⽤できるよう理解する。

職業実践専⾨課程 理容科 齋藤

第７章 呼吸器系
⿐腔〜肺の呼吸器の流れや呼吸期間の構造、呼
吸法式を覚える。

第８章 消化器系
消化器系のあらまし

⼝腔〜肛⾨までの流れや消化器官の構造を覚え
る。

消化管のはたらき
消化管のはたらきやの消化管の運動、消化のは
たらきを覚える。

まとめ

第２章 ⾻格器系
１．⾻の種類と構造

⼈体の⾻格の種類や⾻の構造や働きを学ぶ。

第３章 筋系
筋の種類と構造

⼈体の筋⾁の種類や筋の構造や働きを学ぶ。ま
た、顔⾯の表情を作る筋を覚える。

第４章 神経系
神経系の成り⽴ち

⼈体の神経の種類や神経の構造や働きを学ぶ。

第５章 感覚器系
五感といわれる視覚・嗅覚・聴覚・味覚・平衡
感覚について学ぶ。

第６章 ⾎液・循環器系 ⾎液のあらまし ⾎液の成分や働きを覚える。

⾎液の循環経路 ⼼臓と⾎管のはたらき
⼼臓の構造や⾎管の構造、循環のしくみやリン
パ管系を覚える。

国家試験対策１

国家試験対策2

国家試験に合格できる内容を学習

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成績
評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

⽇本理容美容教育センター「保健」



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（30）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

シャンプー剤：頭⽪⽑髪の洗浄・健康維持のための⽤品につい
て

シャンプー・リンス・トリートメントについて
学ぶ。

パーマ剤
【基礎科学】酸化・還元

パーマの⼿法とそこに⽤いる薬剤の効能・注意
点を学ぶ。

ヘア・カラー 染⽑の機序と染⽑剤の種類とその特徴を学ぶ。

特殊⾹粧品
スキンケアとしてのサンケア製品の特徴を学
ぶ。

芳⾹製品
⾹⽔やコロンなど、芳⾹製品の分類・特徴を学
ぶ。

⾹粧品の取り扱い：保存や⽤法、適正な使⽤⽅
法を学ぶ。

⽔性原料、油性原料
⾹粧品の主原料となる成分の種類や特徴を学
ぶ。

界⾯活性剤 ４種類の界⾯活性剤の特徴、使⽤⽤途を学ぶ。

 理容師・美容師の通常業務における使⽤薬剤などの効能や⼿法などの知識習得

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成績
評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

⽇本理容美容教育センター「⾹粧品化学」

職業実践専⾨課程 理容科 村⽥

⾹粧品化学

2026年度 実施時期

講義 単位数
（時間数）

⾹粧品に⽤いられる薬剤の成分や効能を学ぶことを通して理容師・美容師に必要な化学的分野の知識
習得を⽬指す。

⾊材・⾹料
⾹粧品のアクセントとなる⾹料の原材料、⾊材
の特徴や⻑所と短所を学ぶ。

配合成分
⾹粧品の品質維持の必要な防腐剤・殺菌剤・紫
外線吸収剤・酸化防⽌剤・収れん剤などについ
て学ぶ。

ネイル・まつ⽑エクステンション材料
【基礎化学】酸・塩基

近年増加してきたマツエクの注意点・安全性な
どについて学ぶ。

基礎⾹粧品
洗浄⽤⾹粧品・化粧⽔・クリームや乳液の効果
や成分について学ぶ。

メイクアップ⽤⾹粧品
【基礎化学】酸化・還元

ファンデーションやアイメイクアップ⽤品の配
合成分や分類について学ぶ。

学習内容 各回の到達⽬標

【基礎化学】物質の構成
導⼊、⾹粧品の定義：⾹粧品を取り扱うことに
あたって必要な法律や注意点を学ぶ。

【基礎化学】物質の量、溶解、コロイド



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（22）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

総まとめ

職業実践専⾨課程 理容科 仲⽮

⽂化論

2026年度 実施時期

講義 単位数
（時間数）

⽇本・⻄洋のヘア・メイク・服装の移り変わりを学ぶ

学習内容 各回の到達⽬標

第1章：総論

第2章：⽇本の理容業・美容業の歴史
⽇本の理容業・美容業の歴史について理解する
ことができる。

第3章：ファッション⽂化史（⽇本編）
縄⽂・弥⽣・古墳時代

縄⽂・弥⽣・古墳時代におけるファッションに
ついて理解することができる。

中世・近世Ⅰ・Ⅱ
中世・近世時代におけるファッションについて
理解することができる。

近代（明治・⼤正・昭和20年まで）
明治・⼤正・昭和時代におけるファッションに
ついて理解することができる。

現代Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
現代におけるファッションについて理解するこ
とができる。

第4章：ファッション⽂化史（⻄洋編）
⻄洋のファッションについて理解することがで
きる。

古代エジプト、古代ギリシャ・ローマ 古代エジプト、古代ギリシャ・ローマ時代のファッ
ションについて理解することができる。

古代ゲルマン、中世ヨーロッパ、近世、現代 古代ゲルマン、中世ヨーロッパ、近世、現代時代の
ファッションについて理解することができる。

現代までの髪型・メイク・服装の変化の過程を知り、美の成り⽴ちやあり⽅を理解する

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成績
評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

⽇本理容美容教育センター「⽂化論」



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（8）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

3

4

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

職業実践専⾨課程 理容科 柳瀬、飯沼

⽂化論（ファッション論）

ファッションについて各年代の歴史について理解することができる

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成績
評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

⽂化論（⽇本理容美容教育センター）

2027年度 実施時期

講義
単位数

（時間数）

ファッションの歴史を理解する

学習内容 各回の到達⽬標

1800年代-1900年前半のファッション歴史
1800年代-1900年前半のファッション歴史
について理解することができる

1910-40年ファッション歴史
1910-40年ファッション歴史について理解
することができる

1940-1980年ファッション歴史
1940-1980年ファッション歴史について理
解することができる

1980-2000年ファッション歴史/まとめ
1980-2000年ファッション歴史について理
解することができる



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（60）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

3

4

5

6・7

8

9

10・11

12

13・14

15

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

ヘアカッティング
(1) ヘアカッティングの基本原則  (2) ヘアカッティングの⼀般
⼿順

ヘアカッティング理論及びそのヘアスタイルの
デザインする上での技法とその特徴を説明する
ことができる

学期末試験

ヘアカッティング
(1) ヘアカッティングの基本原則 (2) デザインヘアのスタイル
別カットシステム  (3) デザインヘアカットの⼀例

スタイル別のヘアカッティング理論及びそのヘ
アスタイルの特徴を説明することができる

パーマネントセット
(1) パーマネントウエービング (2) ワインディング   (3)
アイアニング (4) デジタルパーマ

パーマネントを施術するうえで必要な薬剤の知
識、種類、効果効能などを説明することができ
る

ヘアカラーリング
(1) ⾊彩の原理 (2) 染⽑剤の種類と原理 (3) 染⽑剤の安全性
と取扱上の注意  (4) ヘアカラーリング技術プロセス

ヘアカラーリングを施術するうえで必要な薬剤
の知識、種類、効果効能などを説明することが
できる

シェービング
(1) シェービングの要件 (2) シェービングの種類 (3) シェー
ビングの基本技術と要領 (4) シェービングプロセス

シェービングを安全に正しく施術できるために
必要な理論及び技法を説明することができる

理容エステティック
(1) スキンケア (2) フェイシャルケア

シェービング前後のお肌のケアについて正しく
施術できるために必要な理論及び技法を説明す
ることができる

理容技術は、⼈を対象として直接⽪膚に触れたり、刃物を使うことから、どの技術も習練が必要であ
り、何より安全性が必要とされる。そのために技術理論の意義を⼗分理解し、理容師としての基礎的
知識を習得する。

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成績
評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

「理容技術理論１・２」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

理容技術の基礎
(1) ⼈体の各部の名称  (2) 理容技術における技術姿勢 (3) 理
容技術とトレーニング

理容師として正しい姿勢での技術と⼈体の各部
の名称を覚え使⽤することができる

理容マッサージ
(1) マッサージの意義と効果
(2) 理容マッサージのマニピュレーション

マッサージ理論および⼿技と、その効果を説明
することができる

理容⽤具
理容器具の名称 〜 シザース､レザー､クリッパー､コーム､ブラ
シ､ヘアアイロン､ヘアドライヤー 〜

理容師が使う道具の名称を覚え、安全に操作す
ることができる

シャンプーイング＆リンシング
(1) シャンプーイングの⽅法 (2) シャンプーイングの技法 (3)
リンシング

シャンプー理論及び⼿法とその効果を説明する
ことができる

ヘアトリートメント
(1) ヘアトリートメントの種類 (2) ヘアトリートメントの⼀例

ヘアトリートメント理論及び⼿技とその効果を
説明することができる

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

理容技術理論

2026年度 実施時期

演習 単位数
（時間数）

理容技術理論の基礎とともに、技術内容ともあわせて理解することが出来るようにする。

学習内容 各回の到達⽬標



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

18
（15）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1
(2h)

2
(4h)

3
(6h)

4
(8h)

5
(10h)

6
(12h)

7
(14h)

8
(15h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

実施時期

単位数
（時間数）

実習

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

理容実習
（基礎トレーニングⅠ）

2026年度

ロングシザーズの持ち⽅、開閉、カット理論
基本姿勢、基本⾜位を保ちながらロングシザー
ズの持ち⽅、開閉ができるようになる

ロングシザーズの持ち⽅、開閉
基本姿勢、基本⾜位を保ちながらロングシザー
ズの持ち⽅、開閉ができるようになる

ミニシザーズの持ち⽅、姿勢、開閉、⽤具理論「シザーズ」
基本姿勢、基本⾜位を保ちながらミニシザーズ
の持ち⽅、開閉ができるようになる

実習室の使い⽅
実習室の設備や備品の取り扱い、操作ができる
ようになる

ウイッグの取り扱い⽅、⼿⼊れ⽅法、保存⽅法
ウィッグの取り扱い⽅、⼿⼊れ⽅法を実践し、
適切にウィッグの保存管理ができるようになる

理容技術は、⼈を対象として直接⽪膚に触れたり、刃物を使うことから、どの技術も習練が必要であ
り、何より安全性が必要とされる。そのために技術理論の意義を⼗分理解し、理容師としての基礎的
知識を習得する。

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験するこ
とができない

ロングシザーズ開閉チェック
基本姿勢、基本⾜位を保ちながらロングシザー
ズの持ち⽅、開閉ができるようになる

「理容技術理論１・２」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

姿勢、⽴ち⽅、体の使い⽅、道具の名称、良い技術とは何かなど、あらゆる実技の基礎となる考え⽅
を理解し、今後の実技に活かせるようにする。

学習内容 各回の到達⽬標

基本姿勢、基本⾜位、準備運動、クロス畳み、２重ゴム、コー
ム回し

基本姿勢、基本⾜位を保ちながらクロス畳み、
２重ゴム、コーム回しができるようになる

ロングシザーズの持ち⽅、開閉、⼿⼊れ⽅法、⽤具理論「シ
ザーズ」

基本姿勢、基本⾜位を保ちながらロングシザー
ズの持ち⽅、開閉ができるようになる



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

18
（16）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1
(2h)

2
(4h)

3
(6h)

4
（8h）

5
(10h)

6
(12h)

7
(14h)

8
(16h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

カット⽤10ブロック 10ブロック作成と5分間チェック
カット⽤10ブロック、10ブロックまでを5分で
ブロッキングすることができる

ワインディング⽤10ブロック 6ブロック作成
ワインディング⽤10ブロック 6ブロックまで
を正確にブロッキングすることができる

ワインディング⽤10ブロック 6ブロック作成5分
ワインディング⽤10ブロック 6ブロックまで
を5分でブロッキングすることができる

ワインディング⽤10ブロック 10ブロック作成
ワインディング⽤10ブロックを正確にブロッキ
ングすることができる

ワインディング⽤10ブロック 10ブロック5分間チェック
ワインディング⽤10ブロックを5分でブロッキ
ングすることができる

カット⽤10ブロック、ワインディング⽤10ブロック 共に5分間で、ある程度のレベルまで作成出来
る。

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験するこ
とができない

「理容技術理論１・２」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

理容実習
（基礎トレーニングⅡ）

2026年度 実施時期

実習 単位数
（時間数）

ウイッグの扱い、濡らし⽅、スライスなど、ブロッキングの動きを完全マスターする

学習内容 各回の到達⽬標

ウイッグの扱い⽅、濡らし⽅、センター2ブロック5分
ウイッグの扱い⽅、濡らし⽅を理解し、セン
ター2ブロックを5分でブロッキングすることが
できる

カット⽤10ブロック 4ブロックまで5分
カット⽤10ブロック、4ブロックまでを5分で
ブロッキングすることができる

カット⽤10ブロック 8ブロックまで5分
カット⽤10ブロック、8ブロックまでを5分で
ブロッキングすることができる



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

18
（15）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1
(2h)

2
(4h)

3
(6h)

4
(8h)

5
(10h)

6
(12h)

7
(15h)

⑥叩打法 ⑦頚部振動法 ここまでの通し

お客様をご案内とお返しと①軽擦法 ②強擦法
③⺟指球軽擦法ができるようになるお客様をご
案内とお返しと①軽擦法 ②強擦法 ③⺟指球
軽擦法 ④⼿掌振動法 ⑤頚部揉捻法 ⑥叩打
法 ⑦頚部振動法ができるようになる

⑧軽擦法 ⑨圧迫引頚法 ⑩軽擦法 ここまでの通し

お客様をご案内とお返しと①軽擦法 ②強擦法
③⺟指球軽擦法ができるようになるお客様をご
案内とお返しと①軽擦法 ②強擦法 ③⺟指球
軽擦法 ④⼿掌振動法 ⑤頚部揉捻法 ⑥叩打
法 ⑦頚部振動法 ⑨圧迫引頚法ができるよう
になる

お迎えからお返しまでの⼀通りの⼯程確認

お客様をご案内とお返しと①軽擦法 ②強擦法
③⺟指球軽擦法ができるようになるお客様をご
案内とお返しと①軽擦法 ②強擦法 ③⺟指球
軽擦法 ④⼿掌振動法 ⑤頚部揉捻法 ⑥叩打
法 ⑦頚部振動法⑧軽擦法 ⑨圧迫引頚法 ⑩
軽擦法ができるようになる

マッサージ技術チェック
マッサージの各⼿技が正確にできるようになる

①接客業の基礎（接遇、距離感など） ②技術の基礎（⼿の使い⽅、体の使い⽅、移動⽅法、体重移
動）③サロンワークの基礎（準備、技術のつなぎ、スムーズさなど）の理解

学習内容 各回の到達⽬標

実習室授業のルール復習、クロス・タオル掛け、お客様お返し
の⼿順確認、①軽擦法

お客様をご案内とお返しと①軽擦法ができるよ
うになる

②強擦法 ③⺟指球軽擦法 ここまでの通し
をご案内とお返しと①軽擦法 ②強擦法 ③⺟
指球軽擦法ができるようになる

④⼿掌振動法 ⑤頚部揉捻法 ここまでの通し

お客様をご案内とお返しと①軽擦法 ②強擦法
③⺟指球軽擦法ができるようになるお客様をご
案内とお返しと①軽擦法 ②強擦法 ③⺟指球
軽擦法 ④⼿掌振動法 ⑤頚部揉捻法ができる
ようになる

2026年度 実施時期

実習 単位数
（時間数）

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

理容実習
（マッサージ）



到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項
実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

理容マッサージ全10⼯程の技術を、無駄なくスムーズにこなせる。

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験するこ
とができない

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

18
（30）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1
(2h)

2
(4h)

3〜6
(12h)

７〜9
(18h)

10〜11
(22h)

12
(24h)

13〜15
(30h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験するこ
とができない

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

1stシャンプー、リンシング〜ブローまで

ご案内〜クロス・タオル掛け、リンシング前ま
での準備、シャンプー後〜マッサージ前までの
⼿順と1stシャンプー、リンシング〜ブローま
でができるようになる

1stシャンプー、リンス、リンシング〜ブローまで

ご案内〜クロス・タオル掛け、リンシング前ま
での準備、シャンプー後〜マッサージ前までの
⼿順と1stシャンプー、リンシング〜ブローま
でができるようになる

2ndシャンプー

ご案内〜クロス・タオル掛け、リンシング前ま
での準備、シャンプー後〜マッサージ前までの
⼿順と1stシャンプー、2ndシャンプー、リンシ
ング〜ブローまでができるようになる

ご案内〜シャンプー全般〜マッサージ〜ブロー〜お返しまでの
流れ

ご案内〜シャンプー全般〜マッサージ〜ブロー
〜お返しまでの流れが適切にできるようになる

実務実習にてシャンプーで⼊客できる

サイドシャンプーを通じ、技術の流れ、姿勢、適切で効率的な動き⽅、接客、⼿指の動きなどを修得
する。後半はシャンプー、マッサージ、ブローまでの流れを修得。

学習内容 各回の到達⽬標

ご案内〜クロス・タオル掛け、リンシング前までの準備、シャ
ンプー後〜マッサージ前までの⼿順

ご案内〜クロス・タオル掛け、リンシング前ま
での準備、シャンプー後〜マッサージ前までの
⼿順ができるようになる

適当に濡らし、ふき取り〜ブローまで

ご案内〜クロス・タオル掛け、リンシング前ま
での準備、シャンプー後〜マッサージ前までの
⼿順とふき取り〜ブローまでができるようにな
る

リンシング〜マッサージ〜ブローまで

ご案内〜クロス・タオル掛け、リンシング前ま
での準備、シャンプー後〜マッサージ前までの
⼿順とリンシング〜マッサージ〜ブローまでが
できるようになる

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

理容実習
（シャンプー）

2026年度 実施時期

実習 単位数
（時間数）



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

18
（40）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1
(2h)

2
(4h)

3
(6h)

4
（8h）

5〜6
(12h)

7
(14h)

8〜11
(22h)

12〜14
(28h)

15〜20
(40h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

ネックシェービング、顔⾯シェービングがサロンレベルまで到達する

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験するこ
とができない

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

ネックシェービング 資格試験ウイッグ、相モデル
ネックシェービングが安全に適切に施術できる
ようになる

スチームタオル、顔⾯処置 ウイッグ使⽤
スチームタオル、顔⾯が適切に施術できるよう
になる

額剃り、セカンドシェービング
相モデルにて額剃り、セカンドシェービングが
できるようになる

顔⾯技術 反復練習
相モデルにてック〜顔⾯シェービング（額剃
り、セカンドシェービング）〜顔⾯処置までの
流れが安全に適切に施術できるようになる

相モデルにてック〜顔⾯シェービング〜顔⾯処
置までの流れが安全に適切に施術できるように
なる

実習室使⽤ 相モデルでネック〜顔⾯シェービング〜顔⾯処置

ウィッグにてック〜顔⾯シェービング〜顔⾯処
置までの流れが安全に適切に施術できるように
なる

ウイッグ使⽤ ネック〜顔⾯シェービング〜顔⾯処置までの流
れ

顔⾯シェービングが安全に適切に施術できるよ
うになる

顔⾯シェービング

実習 単位数
（時間数）

レザーを使いこなせる

学習内容 各回の到達⽬標

シェービング理論、レザーの持ち⽅3種類、運⾏練習、泡⽴て練
習

レザーの持ち⽅3種類、レザーの運⾏、泡⽴て
ができるようになる

腕剃り練習、ハンドマッサージ
ハンドシェービングが安全に適切に施術できる
ようになる

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

理容実習
（シェービング）

2026年度 実施時期



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

18
（33）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1
(2h)

2〜4
(8h)

5〜8
(16h)

9〜11
（22h）

12
(24h)

13
(26h)

14~18
(33h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

理容実習
（セイムレイヤー）

2026年度 実施時期

指間刈りをマスター(誤差5mm以内でカット）する。
ロングシザーズ、ミニシザーズ両⽅とも使いこなす。

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験するこ
とができない

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

カット⽤10ブロック、１回⽬と同様のカット技法で⼿順の短
縮、時間を早め、全体を20cm誤差1cm以内でカット。

10ブロックをすべてを指間刈り(20cm)でセイ
ムレングスカットができるようになる。

ブロッキングを取らずに指間刈り。全体を18cm、16cm、14cm
の３回に分け、誤差を5mm以内にスムーズにカット。

10ブロックをすべてを指間刈り(18cm、
16cm、14cm)でセイムレングスカットができ
るようになる。

実習 単位数
（時間数）

「⽑束を正確に引き出す」という、カット・ワインドなどの基本技術を修得する
鋏の開閉練習で培ったシザーズを操る⼒を実際のカットで発揮する

学習内容 各回の到達⽬標

シザーズの持ち⽅、開閉の確認、カット⽤10ブロック5分間、
第1ブロックよりセイムレングスでの指間刈り(22cm)。

第1ブロックを指間刈り(22cm)でセイムレング
スカットができるようになる。

10ブロックまで、順次セイムレングスでカット。全体22cm誤差
１cm以内。

10ブロックをすべてを指間刈り(22cm)でセイ
ムレングスカットができるようになる。

セイムレイヤー「仕上がり」実技試験 10cm
10ブロックをすべてを指間刈り(10cm)でセイ
ムレングスカットができるようになる。

ミニシザーズ、カットコームでのセイムレイヤーカット 18cm
10ブロックをすべてを指間刈り(18cm)でセイ
ムレングスカットができるようになる。

セイムレイヤー「姿勢」実技試験 12cm
10ブロックをすべてを指間刈り(12cm)でセイ
ムレングスカットができるようになる。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

18
（12）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1
(2h)

2
(4h)

3
(6h)

4
（8h）

5〜6
(12h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

ブロー＆スタイリング試験
髪の⽑を⾃由⾃在に動かし40分以内でブロース
タイリングができるようになる

質感調整の理解、チョップカット
質感調整の理解しチョップカットができるよう
になる

スライドカット
質感調整の理解しスライドカットができるよう
になる

ショートヘアーのブロー基礎、スタイリング剤の使⽤⽅法
ショートヘアーのブロー基礎を学び、スタイリ
ング剤の使⽤してセットできるようになる

フリースタイル⾵にブロー、スタイリング
髪の⽑を⾃由⾃在に動かしブロースタイリング
ができるようになる

実習 単位数
（時間数）

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験するこ
とができない

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

理容実習
（セイムレイヤー）

2026年度 実施時期

質感調整の基礎、ショートヘアーのブロー基礎、スタイリング基礎を理解し、出来るようにする。

学習内容 各回の到達⽬標

ショートのセイムレイヤースタイルを、⽴体感、⽑の流れ、⽑先の表情などを表現しながら40分間で
ブロー、スタイリングが出来るようにする。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

18
（14）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1〜2
(4h)

3
(6h)

4〜5
(10h)

6〜7
（14h）

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項
実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

すくい刈り基礎、すくい刈りによるショートグラデーション
カット

すくい刈りによるショートグラデーションカッ
トすることができる

刈り上げ基礎、刈り上げスタイル
固定刈り、連続刈りを学び、刈上げスタイルを
カットすることができる

すくい刈り、連続刈りが出来る

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験するこ
とができない

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

実習 単位数
（時間数）

すくい刈り、刈り上げなど、ショートグラデーションカット技法を⾝につける

学習内容 各回の到達⽬標

縦スライスと横スライスのグラデーションの違いについて
横スライスのグラデーションカット（エレベーション)基礎

縦スライスと横スライスのグラデーションの違
いについて学び横スライスでグラデーション
カットすることができる

横スライスのラウンドグラデーションカット
横スライスのラウンドグラデーションカットす
ることができる

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

理容実習
（メンズスタイル・ショート）

2026年度 実施時期



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

18
（20）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1
(2h)

2
(4h)

3
(6h)

4〜5
（10h）

6〜7
(14h)

8〜10
(20h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

ブロー基礎⑤
ブロー＆スタイリング練習

①〜④のスタイルをスケルトンブラシとドライ
ヤーを使⽤して髪の⽑をセットすることができ
る

ショートの髪をブローで⾃由⾃裁に操ることができる
整髪料（ワックス・ミストなど）の使⽤⽅法を修得し、⾃由にスタイル作成できる

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験するこ
とができない

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

ブロー基礎④
モヒカン⾵⽴ち上げスタイル

スケルトンブラシとドライヤーを使⽤して髪の
⽑をモヒカン⾵⽴ち上げスタイルにセットする
ことができる

学習内容 各回の到達⽬標

カットレザーによるスカルプチャーカット
カットレザーによるスカルプチャーカットがで
きるようになる

ショートスタイルのブロー基礎①
つむじ中⼼の爆発スタイル

スケルトンブラシとドライヤーを使⽤して髪の
⽑をセットすることができる

ショートスタイルのブロー基礎②
つむじ中⼼のナチュラルスタイル

スケルトンブラシとドライヤーを使⽤して髪の
⽑をセットすることができる

ブロー基礎③
天頂部を使⽤したボンバージュセット

スケルトンブラシとドライヤーを使⽤して髪の
⽑をボンバージュセットすることができる

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

理容実習
（基礎ブロー）

2026年度 実施時期

実習 単位数
（時間数）

①レザーカット技法の理解と修得
②ショートヘアーのブローテクニック理解と修得



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

18
（30）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1〜4
(8h)

5〜7
(14h)

8〜11
(22h)

12〜13
（26h）

14~15
(30h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

デザインカット基礎理論、カット姿勢など、今後のデザインカットのベースが出来ていること、「ワ
ンレングスカット」と「ワンレングススタイル」違いを理解する

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験するこ
とができない

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

ワンレングスカット ブロー
ワンレングスカットされたウィッグをデンマン
ブラシとドライヤーでブローすることができる

ワンレングス2回⽬(キャップ下4cm) カット＆ブロー
ワンレングスカットでキャップ下4cmにカット
しブローすることができる

ワンレングスカット＆ブロー試験（キャップ下2cm)
ワンレングスカットでキャップ下2cmにカット
しブローすることができる

インサイドグラデーション カット＆ブロー
インサイドグラデーションの理論を学び、イン
サイドグラデーションカット＆ブローができる
ようになる

理容実習
（ワンレングスカット・インサイドグラデーション）

2026年度 実施時期

実習 単位数
（時間数）

デザインカット(ジオメトリックカット)基礎。カットとブローとの関係の理解、ドライヤーの使⽤⽅
法基礎など。

学習内容 各回の到達⽬標

ワンレングスカット1回⽬（キャップ下6cm)
ワンレングスカットでキャップ下6cmにカット
することができる

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

18
（46）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1〜2
(4h)

3〜4
(8h)

5〜6
(12h)

7〜10
（20h）

11〜13
(26h)

14〜17
(34h)

18〜21
(46h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験するこ
とができない

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

ブロー、スタイリング試験
グラデーションボブスタイルのブロースタイリ
ングすることができる

斜めスライス
１パネル後ろに合わせて引き出したODスタイル

斜めスライス １パネル後ろに合わせて引き出
したODスタイルをカットすることができる

グラデーションボブ
姿勢試験 仕上がり試験

グラデーションボブカットを３５分間でカット
することができる

セニングカット理論＆実習 ブロー
グラデーションボブスタイルのセニングカット
することができる

ジオメトリックスタイル（アシンメトリー）カット＆ブロー
グラデーションボブスタイルをジオメトリック
スタイルにカットしブロースタイリングするこ
とができる

グラデーションボブスタイルのカット＆ブローが出来る様になる。
スタイル写真を⾒れば、どの程度のグラデーションか、どう切っているか分かる。

実習 単位数
（時間数）

グラデーションの仕組みを理解することにより、⾃分の思い通りの段差をつけることが出来るように
なる

学習内容 各回の到達⽬標

縦スライス
バックのみにグラデーションが⼊ったスタイル

縦スライス バックのみにグラデーションが
⼊ったスタイルをカットすることができる

縦スライス
１パネル後ろに合わせて引き出したOD（オーバーダイレクショ
ン)スタイル

縦スライス １パネル後ろに合わせて引き出し
たOD（オーバーダイレクション)スタイルを
カットするができる

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

理容実習
（グラデーションカット・ブロー）

2026年度 実施時期



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

18
（14）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1〜3
(6h)

4〜5
(10h)

6〜7
(14h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項
実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

実技試験
資格試験スタイルのミディアムカットが25分間
でカットできるようになる

レディースウイッグで理容師資格試験ミディアムロングスタイルを25分間でカット出来る

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験するこ
とができない

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

実習 単位数
（時間数）

理容師資格試験スタイルの理解及びカット技術修得

学習内容 各回の到達⽬標

ウイッグ❶ ミディアム資格試験スタイル プレカット
資格試験スタイルのプレカットができるように
なる

ウイッグ❶ ミディアム資格試験スタイル
資格試験スタイルのミディアムカットができる
ようになる

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

理容実習
（ミディアムカット）

2026年度 実施時期



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

18
（74）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1〜4
(8h)

5〜7
(14h)

8〜12
(24h)

13
（26h）

14〜16
（32h）

17〜20
(40h)

21
(42h)

22〜36
(72h)

37
(74h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項
実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

キレイ巻き 実技試験
完璧な配列と正確なワインディングで全頭巻く
ことができる

全頭巻き ブロッキング5分 ワインディング30分
ブロッキング５分全頭巻き40分、35分で正確
にワインディングすることができる

全頭巻き ブロッキング5分 ワインディング30分
実技試験

ブロッキング５分全頭巻き30分で正確にワイン
ディングすることができる

キレイ巻き ブルーロッド
キレイにブルーロッドをワインディングするこ
とができる

キレイ巻き 全頭巻き
キレイにグリーン、パープルロッドをワイン
ディングすることができる

Cライン巻きはブロッキング５分、巻き30分で、ある程度以上のレベルで完成。デザイン巻き３種類
修得、ウイッグと⼈間のパーマの違いを理解、パーマ⼿順修得

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験するこ
とができない

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

学習内容 各回の到達⽬標

１本〜数本をキレイに巻く 上巻き
上巻きでキレイにワインディングできるように
なる

１本〜数本をキレイに巻く 下巻き
下巻きでキレイにワインディングできるように
なる

センターを、1本のキレイさ、正しい配列を保ったまま、ある程
度早く巻く(⽬標15分)

センターを15分間でワインディングすることが
できる

ブロッキング５分 センター巻き15分（進⾏状況により変わる
可能性あり） 実技試験

ブロッキング５分 センター巻き15分で正確に
ワインディングすることができる

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

理容実習
（ワインディング）

2026年度 実施時期

実習 単位数
（時間数）

ワインディングの基礎としてCライン巻きを中⼼に修得。その後は「パーマ」に向け、必要な⼿技や
⼿順、理論などを総合的に修得する



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

18
（121）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1〜10

11〜20

21〜30

31〜40

41〜50

51〜61

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

作品のポートフォリオとスタイルの展開図をまとめたものを作成し、ファイルに取りまとめたものを
評価する。なお、所定授業時間数(全体の4/5)を下回る学⽣は評価を受けることができない

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

トレンドカット

ヘアスタイルにおけるトレンドポジションを理
解し、そのイメージに合わせたヘアスタイルを
デザインするためにアウトラインやテクス
チャー、ディテールカットの理論および技術を
習得する。

ヘアスタイルを⽴体的に観測し、ヘアデザインの構造と技法を読み解く能⼒を活かし、ヘアスタイル
をカタチにすることができる

ロングレイヤー（メンズスタイル）

レイヤーカットの特徴である⽑先の動きや⽑流
れなどの質感を表現出来るようになる為に、ヘ
アカッティング理論・技術ならびにブローセッ
ト理論・技術を習得する。

ミディアムカット（メンズスタイル）

レイヤーとグラデーションの技術を組み合わせ
てヘアスタイルをより⽴体的な表現ができるよ
うになる為にヘアカッティング理論・技術なら
びにブローセット理論・技術を習得する。

ツーブロックスタイル（メンズスタイル）

グラデーションカットの特徴であるウエイトを
コントロールし、バランスのとれたスタイルを
表現できるようになる為に、ヘアカッティング
理論・技術ならびにブローセット理論・技術を
習得する。

ミディアムカット（国家試験スタイル）

国家試験合格レベルのミディアムカットを仕上
げる為に必要なヘアカッティング理論とスタン
ダードカット技術（基礎刈り、仕上げ刈り、セ
ニングカット）学び合う。

フェードスタイル

フェードカット スタイルの特徴である美しい
刈り上げの⾊彩と、シルエットを表現できるよ
うになる為に、ヘアカッティング理論とスタン
ダードカット技術、ならびにブローセット理
論・技術の習得。

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

理容実習
スタイリストコース（コース選択）

2026年度 実施時期

実習 単位数
（時間数）

ヘアデザインに必要な応⽤する⼒と想像⼒を⾼めるために必要な基礎的知識、技能を修得する。また
ヘアスタイルを⽴体的に観測し、ヘアデザインの構造と技法を読み解く能⼒を活かし、ヘアスタイル
をカタチにすることができる

学習内容 各回の到達⽬標



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

18
（121）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1〜30

31〜61

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項
実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

お客様⼀⼈ひとりの肌質の理解やフェイシャルマッサージなどの⼿技、化粧品やパックなどの選定が
できるようになる。
またブライダルシェービングにおける注意事項や、お客様の肌質やドレスラインに合わせたシェービ
ングの提案、カウンセリング・アフターケアアドバイスが出来るようになる。

Ajesthe認定フェイシャルエステティシャン合格（学科試験・実技試験）
なお、所定授業時間数(全体の4/5)を下回る学⽣は評価を受けることができない

Ajesthe認定フェイシャルエステティシャン教科書

⼥性に施術することを⽬的としたシエステ(＝シェービングエステ)の基礎的知識、技能を修得する

学習内容 各回の到達⽬標

フェイシャルエステ

Ajesthe認定フェイシャルエステティシャン合
格を⽬指し、エステティック理論・フェイシャ
ルエステティックの基礎知識と技術を習得す
る。

ブライダルシェービング
ブライダルシェービングの基礎知識と、デコル
テ・背中・腕・指などの各部位のシェービング
理論・および技術を習得する。

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

理容実習
シェステコース（コース選択）

2026年度 実施時期

実習 単位数
（時間数）



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

18
（60）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1〜30

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項
実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

学習内容 各回の到達⽬標

実務実習

理容サロンのスタッフとして、アシスタント業
務を遂⾏し、理容師としての職業観を深めてい
く
今後、サロンで活躍する為に必要な知識や技
術、⼈間⼒などの課題を明確にし、能⼒向上に
向けて計画を⽴てられる

学内で学んだ知識と技術を活かし、現場で「お客様」にはならず、どんな役割でもきちんとこなし、
スタッフに愛され、重宝される存在として、存在価値を認めてもらえる⼈間となる

実習⽇誌により評価。なお、所定授業時間数(全体の4/5)を下回る学⽣は評価を受けることができない

実習⽇誌（配布）

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

理容実習
（実務実習）

2026年度 実施時期

実習 単位数
（時間数）

① 業界理解を深める為、実際の現場で業務の流れを学ぶ
② 主体的に仕事に取り組む姿勢を学び、仕事の優先順位を学ぶ



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（20）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1・2

3・4

5・6

7・8

9・10

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

任意の写真をもとに頭部のデッサン＋講評
頭部の構造を理解し、デッサンにおとすことが
できる

頭部の構造の理解と⼤きな構造に伴った細部の表現

提出課題により100点満点で評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る出席者は評価対象
とはしない。

プリント配布

学習内容 各回の到達⽬標

授業の狙いについての説明、ウォーミングアップとしてのド
ローイング(頭部の解剖的構造の捉え⽅、書き⽅)

頭部の構造を理解し、デッサンにおとすことが
できる

任意の写真をもとに頭部のデッサン
頭部の構造を理解し、デッサンにおとすことが
できる

任意の写真をもとに頭部のデッサン
頭部の構造を理解し、デッサンにおとすことが
できる

任意の写真をもとに頭部のデッサン
頭部の構造を理解し、デッサンにおとすことが
できる

職業実践専⾨課程 理容科 ⼤草

理容美術

2026年度 実施時期

演習 単位数
（時間数）

頭部の形、細部の形を捉える



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（10）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

3

4

5

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

理容美術
（フォト）

2026年度 実施時期

実習 単位数
（時間数）

ポートレート写真撮影をベースに、良い写真とはどういうものか（アングル、明度、彩度、フォーカ
スなど）を学習する。美容写真撮影の⼯程が理解できるようにする。

学習内容 各回の到達⽬標

フォト授業の⽬的について
スマホ使⽤での「アングル」学習、⼀眼レフカメラの扱い⽅

⼀眼レフカメラの扱い⽅を理解する

⼀眼レフによるポートレート撮影実習②

サロンなどで⾏っている「作品撮り」をどのように⾏っているのかが理解できる様になる。また、簡
単なものであれば作品撮影が出来る様になる。

提出課題により100点満点で評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る出席者は評価対象
とはしない。

オリジナルテキスト「理容フォト」「理容フォト設定編」使⽤。

職業実践専⾨課程 理容科 古荘

⼀眼レフカメラによる、各種設定と、その効果について ⼀眼レフカメラの扱い⽅を理解する

⼀眼レフによるポートレート撮影実習①

⼀眼レフによるポートレート撮影実習③



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（30）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

「WHAT'S NEW? 今⽇のニュース」「⾝だしなみ・職場
でのルール・コミュニケｰションの基本②」

⾝だしなみやコミュニケーションについて理解
することができる。

「WHAT'S NEW? 今⽇のニュース」「ビジネス⽤語②」
「ビジネス話し⽅・敬語の使い⽅・聞き⽅の基本」

敬語や話し⽅・聞き⽅について理解するこ
とができる。

「WHAT'S NEW? 今⽇のニュース」「ビジネス⽤語③」
「指⽰・報告・連絡・相談」

指⽰・報告・連絡・相談について理解する
ことができる。

「WHAT'S NEW? 今⽇のニュース」「社内⽂書・社外⽂
書・５Ｗ２Ｈや決まり事」「練習問題/過去問題」「ビジ
ネス⽤語④」

社内⽂書・社外⽂書について理解すること
ができる。

「WHAT'S NEW? 今⽇のニュース」「社外⽂書続き・規
則・郵便関係」「過去問題」「⽂書関係練習問題」「ビ
ジネス⽤語⑤」

規則・郵便関係について理解することがで
きる。

「挨拶・第⼀印象」「働くということ・⾃律と⾃⽴」
「接遇やビジネスマナーの基本」「敬語」

接遇やビジネスマナーの基本を理解することが
できるようになる。

「キャリアの考え⽅」「会社の基本とﾙｰﾙ」「８つの意識
①」「ケース問題の練習と解き⽅のコツ」

会社の基本とルールや８つの意識を理解す
ることができるようになる。

「８つの意識②」「コミュニケーションの基本①」「ビ
ジネス⽤語①」

ビジネス⽤語について理解することができ
る。

敬語の練習問題 さまざまなケースを練習して社会⼈としてふさ
わしい⾔葉遣いができるようになる。

電話応対のマナーと配慮するポイント。
職場での電話応対がスムーズにできるよう
基本的な流れを理解する。

電話の受け⽅

「WHAT'S NEW? 今⽇のニュース」「仕事への取り組み
⽅・（⾮）定型業務・パソコン・個⼈情報・Eメールとそ
の使い⽅」「グラフ・表問題練習」「電話応対と実践」

グラフ・表問題について理解することがで
きる。

社会⼈2年⽬くらい迄のビジネス系知識、就職活動や職場での仕事に直結して活かせるビジネスマ
ナーや教養、コミュニケーション能⼒を獲得。

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成績
評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

ビジネスマナーワークブック

単位数
（時間数）

美容師に必要な⾊彩知識を⾊彩検定から学ぶ

学習内容 各回の到達⽬標

社会⼈としての⼼構え。話し⽅、聞き⽅のポイント。
⾔葉づかいで⼈間関係が変わるという意味
を知る。

好感のもたれる話し⽅（丁寧語、尊敬語、謙譲語の復
習）

敬語の⽂法を再確認し、⽇常会話で使える
ようになる。

さまざまなケースで練習し、会話の流れや⾔葉
づかいを学び、読みやすいメモが書けるように
なる。

電話のかけ⽅
かけ⽅のポイントと基本的な⾔葉遣いがで
きるようになる。

職業実践専⾨課程 理容科 ⼋⽊

表現技術

2026年度 実施時期

講義



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（30）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1

2

3

4

5

6

7
（６時間）

8
（６時間）

9

10

11

12

13

14

15

宿泊オリエンテーション 振り返り
LESSON1 ビジネスパーソンとは② 「1-4働く⼼構え」⽬標意
識 顧客意識

ビジネスパーソンとは② 「1-4働く⼼構え」
協調意識 改善意識

『９つの意識』を理解し、学園⽣活での⾏動に
も活かせるようにする。加えて、正しい価値
観・職業観を学ぶ。

ビジネスパーソンとは③ 「1-4働く⼼構え」
品質意識 コスト意識

『９つの意識』を理解し、学園⽣活での⾏動に
も活かせるようにする。加えて、正しい価値
観・職業観を学ぶ。

「6-4 コンプライアンスとは、6-5 公私の区別、6-10
SNSの使い⽅とマナー」

守るべき⾏動規範を理解し、社会の⼀員として
モラルを守って⽣活することができる。

「4-1 ⽅向や商品の⽰し指し、4-2 案内誘導、4-3 飲み物の提
供、4-4 物の授受、4-5 お会計、4-6 お出迎え･お⾒送り」

接遇リテラシーを習得し、実務実習で実践す
る。

来客対応② 「4-1 ⽅向や商品の⽰し指し、4-2 案内誘導、4-3
飲み物の提供、4-4 物の授受、4-5 お会計、4-6 お出迎え･お⾒
送り」

接遇リテラシーを習得し、⼊店（就職）後に実
践できるようにする。

実務実習事前指導

ビジネスパーソンとは②「1-3 NG⾏動、1-5 話の聞き
⽅、1-6 笑顔」

良質なコミュニケーションを築くための基本マ
ナーを知る。加えて、「話し⼿」と「聞き⼿」
のマナーを知る。

ビジネスパーソンとしてのマナー
「6-1 時間のマナー、6-2 仕事上⼿のコミュニケーション、6-3
PDCA」

職場での円滑な関係性を築くための基本マナー
の習得。

宿泊オリエンテーション

講義
単位数

（時間数）
社会的コミュニケーションの基礎となる相⼿への気配り・⼼配りの意義を深く理解する。
そして、それを形として表現するための各種技法の意味を理解し、適切に実践できるようになる。

学習内容 各回の到達⽬標

ビジネスパーソンとは 「1-1学⽣と社会⼈との違い」 職業⼈としての⾃覚を芽⽣えさせる。

⾝だしなみ＋⽴ち居振る舞い
「2-1 ⾝だしなみ、2-2 ⽴ち居振る舞い」

『品性』のある⾝のこなしを学び、実践する。

宿泊オリエンテーション

ビジネスマインド

2026年度 実施時期

ビジネスパーソンとは➀ 「1-4働く⼼構え」
時間意識 納期意識 健康意識

『９つの意識』を理解し、学園⽣活での⾏動に
も活かせるようにする。加えて、正しい価値
観・職業観を学ぶ。

⾔葉遣い➀ 「1-2 OK⾏動、3-1 敬語、3-2 敬語のテク
ニック、3-3 気になる⽇本語、3-4 よく使う接客⽤語」

職業⼈（美容師）としての⾔葉の使い⽅を学
び、表現できる

職業実践専⾨課程 美容科 池⽥、古市



到達⽬標

評価⽅法

テキスト

実務実習・学外実習等、学外で店舗顧客と相対する際、学んだ知識、技術そして⼼構えを適切に活か
して顧客からの信頼を得ることができる。

個⼈⽬標振り返りによる⾃⼰評価と、それに基づく担任⾯談の結果による。なお、所定授業時数（全
体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない

ビジネスマナーワークブック



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（14）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

3

4

5

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市、瀧川 幸⼤（ホーユー講師）

ヘアカラー全頭塗り20分以内ムラ無し。

全頭塗りした作品で評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することがで
きない

各回の到達⽬標

全頭塗り練習
ブロッキング、ハケ・カップ・薬剤取り扱いの
基礎、塗る⼿順

全頭塗り練習 カラーごっこを使⽤し、全頭を20分で塗る

半頭塗り練習 ブリーチ剤を使⽤し、10分で半頭を塗る。
放置時間中、右半頭でホイルワーク練習

ブリーチ剤を使⽤し、10分で半頭を塗る。

右半頭を使⽤し、ホイルワーク、ウィービング、スライシン
グ、ゼロテク（根元塗り）などを練習（ブリーチ剤で染める）

右半頭を使⽤し、ホイルワーク、ウィービン
グ、スライシング、ゼロテク（根元塗り）がで
きる

全頭塗り練習 N5レベルのカラー剤を使⽤し、染めた部分をも
とに戻す。ホイルワーク部分も同様に戻す。

全頭塗りができる

⾼度総合理容技術理論
（⾼度ヘアカラー）

2026年度 実施時期

演習 単位数
（時間数）

ヘアカラーリング技術の基礎となる「ムラなく全頭塗り」を中⼼に技術を修得する

学習内容



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（8）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

ヘアカラー全頭塗り20分以内ムラ無し。

全頭塗りした作品で評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することがで
きない

職業実践専⾨課程 理容科

⾼度総合理容技術理論
（レザーカット）

2026年度 実施時期

レザーカットでウィッグを２スタイル作成
カットレザーを使⽤しするにあたっての技法を
理解し、独特の質感のヘアスタイルを作ること
ができる。

カットレザーを使⽤しするにあたっての技法を理解し、独特の質感のヘアスタイルを作ることができ
る

池⽥、古市、武⽥ 浩（フェザー講師）

演習 単位数
（時間数）

学習内容 各回の到達⽬標

レザーの持ち⽅・使い⽅、レザーカットのテクニック
カットレザーを使⽤しするにあたっての技法を
理解し、独特の質感のヘアスカットができるよ
うになる。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（8）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1〜4

4〜8

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

1.学ぶ⽬的
2.化粧品知識①②
3.化粧品①②を使⽤して実習※相モデル交代
4.⼩テスト（クレンジング名、どんな効果があるか？どんな⼈
におすすめか？使⽤してはいけない⼈は？代表的な成分 ５問
×計10問）

化粧品①②を使⽤し、クレンジング⼿技と好転
反応を⾒て肌の健康をチェックすることができ
る。
化粧品①②の効果や成分、どんな⼈に会うのか
を説明することができる。

1.化粧品知識③④⑤
2.化粧品③④⑤を使⽤して実習※相モデル交代
3.⼩テスト（クレンジング名、どんな効果があるか？どんな⼈
におすすめか？使⽤してはいけない⼈は？代表的な成分 ５問
×計10問）

化粧品③④⑤を使⽤し、クレンジング⼿技と好
転反応を⾒て肌の健康をチェックすることがで
きる。
化粧品③④⑤の効果や成分、どんな⼈に会うの
かを説明することができる。

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市、根本 愛⼦（アレックス講師）

⾼度総合理容技術理論

2026年度 実施時期

演習 単位数
（時間数）

各種化粧品の効果や成分、どんな⼈に会うのかを説明することができる。またカウンセリングを通じ
てモデルにあった化粧品を提案し、クレンジングからシェービングまで施術をすることができる。

学習内容 各回の到達⽬標

各種化粧品の効果や成分、どんな⼈に会うのかを理解し、カウンセリングを通じてモデルにあった化
粧品を提案することができる。

提出課題で評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（12）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1

2

3

4

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項
実務経験者による実践的教育科⽬：担当教員は35年以上の化粧品製造会社の技術職勤務経験を踏ま
え、実験を主体に、サロン現場で必要となる化学知識の習得を⽬的とした授業を⾏う

実施時期

実習 単位数
（時間数）

①⾹粧品に関する法律について知ってうえでの施術を可能にする。
②⾹粧品に配合されている成分に対し配合⽬的を明確に説明可能にする。
③頭⽪・⽑髪⽤の⾹粧品については、特徴・使⽤法・関連法規を説明可能にする。

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成績
評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

・教科書（⾹粧品化学）
・まとめと概要のプリント（毎授業時に配布）

①染⽑剤についての講義
②ヘアマニキュア・ヘアブリーチの試作

各原料の役割と特徴を説明可能にする（⾹粧品化学
と連動）

理容師としての基礎知識（⾹粧品化学と連動）の集積の為、各製剤の特徴や作⽤の仕組みや処⽅の構成を理解す
る事を⽬的とする。

学習内容 各回の到達⽬標

①シャンプーについての講義
②シャンプーの試作

各原料の役割と特徴を説明可能にする（⾹粧品化学
と連動）

①ヘアトリートメントについての講義
②トリートメントの試作

各原料の役割と特徴を説明可能にする（⾹粧品化学
と連動）

①ヘアスタイリング剤・エアゾール講
②ヘアグリース・ヘアオイルの試作

各原料の役割と特徴を説明可能にする（⾹粧品化学
と連動）

職業実践専⾨課程 理容科 鈴⽊ 智博

⾼度総合理容技術実習
(⾹粧品製法と実験)

2026年度



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（20）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1回〜4回
（8ｈ）

5回〜9回（18
ｈ）

10回
（20ｈ）

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

模擬店への参加及び技術提供じにフィードバックシートを記⼊してもらい評価とする

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

学習内容 各回の到達⽬標

模擬店の企画、⽴案
これまで学んだ理容技術でどこまで提供で
きるかの案を出し合いプレゼンテーション
をする

模擬店で提供する技術を復習する
お客様へ提供できるレベルへ相モデルで
チェックし到達する

学園祭当⽇ 模擬店を運営する

模擬店において必ずお客様へ技術を提供する

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

⾼度総合理容技術実習（学園祭）

2026年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）
これまで学んだ理容技術とビジネスマナーを学園祭の模擬店を通して⼀般のお客様に提供し成功体験
をする。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（16）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1
（2ｈ）

2〜3回
（3〜6ｈ）

4〜5回
（7〜10ｈ）

6〜8回
（13〜16ｈ）

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

【匠すと（校内コンテスト）】 各競技規定に則り作品を完成させる

1年次に修得した技術を⽤いて、各競技ごとに応⽤⼒を発揮することができるようになる。

課題提出（競技内容によって提出内容は異なる）

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

匠すと（校内コンテスト）の各競技内容に合わせて、理容技術理論の基礎および技術内容の理解をす
ることが出来るようにする。

学習内容 各回の到達⽬標

匠すとの競技内容の理解と実施計画の作成
各⾃が出場する競技内容が全て説明でき、
当⽇までの計画を作成する

各競技ごとにおいて仕込みを⾏う 計画に基づいた仕込みができている

各競技ごとにおいて本番を想定したタイム⼊れ
競技規定に沿った作品を仕上げることがで
きている

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

⾼度総合理容技術実習
（匠すと）

2026年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（12）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1〜6

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

提出課題で評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

⾼度総合理容技術実習
（資格試験課題）

2026年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）

⾝に付けた理容技術の基礎的知識、技能を理解し、理容師国家試験に対応できるようになる

学習内容 各回の到達⽬標

資格試験課題
資格試験課題の基礎的な知識や技術を学
び、現状を課題を明確し３５分間でカット
することができる。

資格試験課題の基礎的な知識や技術を学び、カットすることができる

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市


